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{践的iカ[J齢に{半い骨格筋総線内の酸化ストレスが増
加するという多数の報告の療協に、加齢に伴う骨格筋
のi11雲変化能力の低下が考えられるが、この点に隠して
は明篠な絞拠が得られていない<.)1:号絡筋は運動時に増
加する活性般紫の乏婆な発生源であることから、骨格
筋のもっf11滋化能力の優劣辻、運動時に発生が増加す
る活性酸繁がもたらす滋養変化傷警の程度を左右するむ
ゆえに、脅格務の筑後イヒ能力が加窓会に伴い変化するか
について後討することは、議j齢者における運動の安全
性及び妥当性を鍛化ストレスという観点から検討する
よで重姿て。あると考えられる。これまでとトの骨絡筋
における抗鍛化能力の加齢変化を検討した研究は非常
に少なしさらにESR(Electron spin resornance:電
子スピン共鳴)で評価できるような特定の活性殺繁獲
に対'する消去能力の加齢変化について検討した研究は
ない告そこで本研究では、活性露支紫ラジカルを蕊接検
出することが可能なESRとspintrap斉ljを併用して骨格
筋の活{全般繁消去活4投を喜子錨し、とト骨格筋における
抗酸化能力の加齢変化を検討した。{方法;被験者は
綾常な者年者15名 (21土3;葉、男児名)と潟齢者・10名
(66土6裁、努3名、女?名)であったG 自転車~普ii議負
第試験により畿潟酸素摂取量を、加速時計付活動愛読5
A器により…日当たりの活動議:を辞儀したむ筋主主検法
により外線j広筋からj露出された務試料から2緩のラジ
カル(superoxideanIon : 02'-t hydroxyl radical: 
HO')に対する消去活{全をES設(JES-TE25X.JEOL. 
Tokyo)とspintrap剤 (DMPO: 5，5"dimethyトト
pyrroline-N・"oxide)を{芽潟することで総定した。
{結果および考察}弼者間において最高酸素摂取楚
(ml/kg/min) (立高齢者で有慈;に低く(4-5土4vs 21 
土4)、.加齢による有綾素性作業能力の低下が認められ
たが、告?吉の活動水準を表す活動議 (kcaIldaけには
授がみられなかった (242土79vs196土10打。活動設が
i湾等である築協において、1Jn議舎に{半う管捺態。2'-r詩去
活性の変化{ま認められず、日O'消去活性:立法年者によと
ベて潟齢者で有意、に15:かった。以上のことから、活性
酸素ラジカル畿の違いによって消去能力の加齢変化が
異なる可能性が示唆されたむ 日o'は非常に傷害殺の潟
いj毒性酸素であり、鍛{ヒストレスを促進する療関とな
ることから、 HO.t誌去活性の縫下が加議舎に伴う義変化ス
トレスの増加に関係している可能性が考えられたG
{総務j力Ll総に倖いとト骨機筋の02+-消去銭力は変化
しないが、日O'に対する消去能力は依下する可能'設が
示唆されたむ
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